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巻頭言 Message

中山間畑作園芸研究
領域での研究の取り
組みについて

中山間畑作園芸研究領域長

生駒 泰基 (いこま ひろき )

　農研機構では、ᮏᖺᗘより � ࣨᖺ㛫の➨ � ୰㛗ᮇィ

⏬ᮇ㛫にධりました。この୰㛗ᮇᮇ㛫におࡁましてࡶ

農業࣭食品ศ㔝における「6ociet\ �.0」のᐇ⌧を᭱

㔜せㄢ題に⨨けました。す日ᮏ農業研究セࣥࢱー

では「୰ᒣ㛫ᆅᇦにおけるᆅᇦ資※をά用したከゅ

Ⴀ農ࢩスࢸムの構⠏」をㄢ題としてᥖࡆています。ᅄ

ᅜのၿ㏻ᑎ研究ᣐⅬでは、⤌⧊⦅にకい、新たにⓎ

足しました୰ᒣ㛫⏿స園芸研究㡿ᇦにおࡁまして「࢚

ネルࢠー⮬⤥園芸ハウスによる㧗┈࣭⎔ቃಖᆺ㔝

⳯Ᏻ定౪⤥ࢩスࢸムの構⠏」研究ㄢ題にྲྀり⤌ࢇでい

ます。

　す日ᮏ農業研究セࣥࢱーࡀ⨨します㏆␥࣭୰ᅜ࣭

ᅄᅜᆅᇦは、ኴᖹὒഃから℩ᡞෆᾏ、日ᮏᾏഃとከᵝ

な気ೃ᮲௳のୗで、ከᵝな農業ࡀ展㛤されており、ከ

品┠⏕⏘ྍࡀ⬟なᆅᇦです。ࡑの୍方で୰ᒣ㛫ᆅᇦ≉

᭷の」㞧な立ᆅ᮲௳のୗで、᱂ᇵྍ⬟㠃✚ࡀᑠさいた

ከく、大つᶍはࡀにศᩓ立ᆅする୰ᑠつᶍ⤒Ⴀయࡵ

㞴しいです。設㔝⳯園芸では㧗పᕪ࠶ࡀるᩚᙧの

農ᆅにྜࡏࢃ、ᵝࠎなᙧ≧、方ゅで୰ᑠつᶍ園芸設

⏕園芸設ごとに、ࡵⅬᅾするከᵝな᱂ᇵ⎔ቃのたࡀ

育ࡸ品㉁のࡤらࡀࡁࡘ大ࡁいです。ࡑのたࡵ、✭≀

ᙅいことに加ࡀᑠさくᕷ場➇தຊࡀࢺࢵᆒ୍でࣟࡀ

え、⥅⥆したฟⲴࡀ⾜えࡎ、Ᏻ定した౪⤥యไの☜立

ᅔ㞴です。また、୰ᒣ㛫の୰ᑠつᶍ㔝⳯園芸設でࡀ

はᖹᆠᆅの大ᆺ園芸設のよ࠺に、እ㒊࢚ネルࢠーに

大ࡁく౫Ꮡでࡎࡁ、大ࡀかりな⎔ቃไᚚࢩスࢸムのᑟ

ධࡀᅔ㞴でした。

　これらのၥ題Ⅼをඞ᭹しᙉみをάかすたࡵに、これ

までに、୰ᒣ㛫ᆅᇦのᩚᙧ農ᆅにᰂ㌾にᑐ応でࡁる

పࢥスࢺで⪏ೃᛶࡀ㧗い建設足場資材利用園芸ハウ

ス（足場ハウス）を㛤Ⓨしてࡁました。このハウスは

気ᛶ⬟ࡀ㧗く、స≀の⏕育⎔ቃをไᚚしࡸすいこと

ました。⎔ቃไᚚ技術では୰ᑠつࡁてࡗ᫂らかとなࡶ

ᶍ設をᑐ㇟としたపࢥスࢺな ,&7 㐲㝸ࣔニࢢࣥࣜࢱ

ࢸスࢩにᇶ࡙く⎔ቃไᚚࢱーࢹム、స≀の⏕育ࢸスࢩ

ム、⎔ቃࢩミࣗࣞーࢹࣔࣥࣙࢩルの㛤Ⓨを⾜ࡗており

ます。これらの技術はస≀の⏕育⎔ቃをᛌ㐺にಖち、

⏕育ಁ㐍ࡸቑ、㧗品㉁を図り、また⏕育ண をす

ることでィ⏬ⓗな⏕⏘ࡀ⾜えます。࢚ネルࢠー利用に

㛵しましては、స≀ṧさࡸ食品ᗫᲠ≀、ᐙ␆ἥ≀

などのᆅᇦᮍ利用資※をཎᩱとした࢞࢜ࣂスなど、

ーの⏕⏘技ࢠネル࢚⬟ྍ⏕ルなࣛࢺニࣗーࣥ࣎ー࢝

術ࡀ☜立され࠶ࡘࡘります。࢞࢜ࣂスの設園芸で

の利用場㠃は、⇞↝による加 のか、⇞↝により⏕

じるⅣ㓟࢞スをస≀に用することで、ගྜ成をಁし

ቑさࡏることࡀᮇᚅでࡁます。ᮏ研究ㄢ題では、足

場ハウスを࢞࢜ࣂス利用にᑐ応でࡁるよࢩ࠺スࢸム

ᩚഛを⾜い、ග、 ᗘ、‵ᗘ、࢞ス⎔ቃなどの」ྜ⎔

ቃไᚚࡀ⾜える࢚ネルࢠーの⮬立ᆺの⎔ቃಖᆺไᚚ

Ⴀయ㛫⤒ࡸムを㛤Ⓨします。また、園芸設㛫ࢸスࢩ

のస≀⏕育ࡸ設ෆእの⎔ቃࢹーࢱをඹ᭷して⎔ቃไ

ᚚを⾜い、㔞࣭品㉁のྥୖを図るととࡶに⤒Ⴀయ㛫

のస≀の⏕育ࡸ品㉁のࡤらࡁࡘをᑡなくする、ࢹーࢱ

㐃ᦠࢩスࢸムの㛤Ⓨを⾜います。これにより、まとまࡗ

たࣟࢺࢵの㧗品㉁な㔝⳯をᏳ定して⥅⥆౪⤥でࡁるయ

ไを構⠏し、୰ᒣ㛫ᆅでの設園芸⯆を図ります。

　また、⏿స≀育種研究ࡶᐇしており、大㇋では㇋

ங、㇋⭉、⣡㇋ࡸ↻㇋用の品種を育成してࡁました。

〄㯏では㧗ș - 㔞のྵࣥ࢝ルࢢ � ち㯏ࡶ � など機⬟ᛶ

の㧗い品種を育成してࡁました。୰㛗ᮇィ⏬におい

てࡶ、ᾘ㈝⪅、ᐇ㟂⪅、⏕⏘⪅から望まれる、㧗品㉁

でከな大㇋品種、Ⰻ食で機⬟ᛶの㧗い〄㯏品種を

育成しております。㇏かな食⏕άでᗣ㛗ᑑをᐇ⌧で

。でまいりますࢇ⤌研究にྲྀり࠺るよࡁ
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タバコカスミカメと天敵温存植物
を利用した防除法

　日ᮏにおける設᱂ᇵࢺ࣐ࢺ⏕⏘の᭱大の㜼ᐖせᅉは

፹ᛶ᳜≀ウルスで࠶るࢺ࣐ࢺ㯤ⴥᕳです。ウル

スࡑのࡶのにᑐする⒪ࡸண㜵ࡀでࡁないたࡑ、ࡵの㜵

㝖は፹介で࠶るࢥࢥࣂࢱナࣛࢪミ（௨ୗࢥナࣛࢪミ）の

㜵㝖ࡀᑐ㇟となります。これまではにẅに㢗ࡗた㜵

㝖を⾜ࡗてࡁましたࢥ、ࡀナࣛࢪミはከくのẅにᑐし

てᢠᛶをⓎ㐩さࡏており、ẅのみによる㜵㝖は㝈⏺

に㐩しているたࡵ、新しい㜵㝖ἲの㛤Ⓨࡀồࡵられていま

す。これまでにいくࡘかのࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉを㏻じてࢺ࣐ࢺ㯤

ⴥᕳとࡑの፹介のࢥナࣛࢪミの㜵㝖ἲをᗓ┴ࡸ業

などとඹྠ研究してࡁました。ᮏ✏ではࡑの୍㒊を紹介さ

 。ますࡁていただࡏ

な㞴㜵㝖ᐖには⏕≀ⓗ࣭≀⌮ⓗ࣭࠺ミのよࣛࢪナࢥ　

Ꮫⓗ㜵㝖ἲを⥲ື員するᚲせ࠶ࡀりますࡀ、おࡶに⏕≀ⓗ

㜵㝖ἲのᐇ用にࡘいて研究を⾜いました。日ᮏにおいて

はᚑ᮶のኳᩛによるࢥナࣛࢪミにᑐする㜵㝖ຠᯝࡀᏳ定ࡏ

ミࢨこでࡑ。望まれていましたࡀ新しいኳᩛの㛤Ⓨ、ࡎ

ウ࣐㢮をᑐ㇟としてᐇ用されていたᗈ食ᛶのᅵ着ኳᩛࢱ

ミの㜵ࣛࢪナࢥによる（メ࢝スミ࢝௨ୗ）メ࢝スミ࢝ࢥࣂ

㝖をヨみました。࢝スミ࢝メによる㜵㝖ຠᯝをᏳ定さࡏ

は䛨䜑䛻 、ることによりࡏࢃて㛤Ⓨしています。これらを⤌みྜࡏ

。になりました⬟ྍࡀミのᐦᗘをపくᢚえることࣛࢪナࢥ

㯤ⴥᕳの፹介⬟ຊは㠀ᖖに㧗いࢺ࣐ࢺミのࣛࢪナࢥ　

たࡵ、ኳᩛによるᐦᗘᢚไのみでは༑ศにࢺ࣐ࢺ㯤ⴥᕳ

をᢚไでࡁまࢇࡏ。このたࢥ、ࡵナࣛࢪミの྾Ồをᢚไ

することによりウルスの፹介を㜼ᐖするไセࢳル

ࣜࢢセࣜࢻஙによる㜵㝖ἲを農⸆メー࢝ーとඹྠで㛤

Ⓨしました。このไはኳᩛにᑐするᙳ㡪ࡀᑡないたࡵ、

ルスឤᰁにᑐしメとే用ྍ⬟で、定᳜ᚋなどウ࢝スミ࢝

てࣜスࡀࢡ大ࡁいᮇにこのไを㔜Ⅼⓗ用すること

により、ࢺ࣐ࢺ㯤ⴥᕳのࣜスࢡをపୗで࢝、ࡁスミ࢝

メのᑟධࡀᐜ᫆になります。 

▲写真 1　

タバココナ

ジラミ

天敵を活用したトマトの虫媒性植物

ウイルス病の抑制技術

中山間営農研究領域

北村 登史雄 (きたむら としお）

研究の紹介 Research highlight1 

ไ䛻䜘䜛䜴イル䝇፹䛾ᢚไ

メは�0�1ᖺ�月に⏕≀農⸆として農⸆Ⓩ㘓され、㈍࢝スミ࢝　

ࡀ㛤ጞされました。これによりᮏࡀศᕸしていない㛵ᮾ௨

ᮾでࡶ利用ྍ⬟になり、᭦なる普及ࡀぢ込まれます。ᚋはᮏ

のᑟධによるẅの๐ῶにより㢧ᅾするᐖにᑐする

㜵㝖ἲの㛤Ⓨࡶᚲせになࡗてくると⪃えられます。

䛚䜟䜚䛻

▲写真 2　餌ひも上のタバコカスミカメ（右は拡大）

るたࡵ、ኳᩛ Ꮡ᳜≀として利用でࡁる᳜≀の᥈⣴を⾜

い、ࣂー࣋ナ࢜ࣞࢡࡸメの利用ἲおよࢺ࣐ࢺࡧの定着を

ಁ㐍さࡏることを┠ⓗとしてኳᩛ用㣵ひࡶの利用ἲࢃྜࡶ

㛵㐃ሗはこちらから ▶

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/129995.html


2021　10 月号4

研究の紹介

シ䝭䝳䝺䞊䝖は 䛂䜎䛽䜛䛃 䛣䛸

ㄒで「ఝࣥࢸࣛ、のㄒ※は（simulate）ࢺミࣗࣞーࢩ　

ている」をពするㄒに⏤᮶するとゝࢃれています。ࢩ

ミࣗࣞーࢺを日ᮏㄒにすると「ఝた≧ἣをࡘくる」とな

ります。「まࡡる」とい࠺方ࡀしࡗくりするでし࠺ࡻか。

ᛶ⬟のࢱーࣗࣆࣥࢥ、技術は࠺といࣥࣙࢩミࣗࣞーࢩ　

ྥୖにకい、「まࡡる」ことୖࡀᡭになりました。ኳ気

ணሗࢩࡶミࣗࣞーࣥࣙࢩにᨭえられています。⌧ᐇのᆅ

⌫の大気⎔ቃにఝた≧ἣをண する↓ᩘのᩘᘧを⤌みྜ

ゎいた⟅えを、⚾㐩はኳࡀࢱーࣗࣆࣥࢥれらをࡑ、ࡏࢃ

気ணሗとい࠺ሗとしてཷけྲྀࡗています。ᑗ᮶のᐙィ

≧ἣをண するࣛフࢩࣥࣛࣉミࣗࣞーࣥࣙࢩといࡶ࠺

の࠶ࡶります。

　ハウスෆእの㢼のὶれは、ハウスෆእの⎔ቃをⰋくࡶ

ᝏくࡶኚえます。しかし、ࡑの㢼のὶれを࠺まくᩚえる

方ἲを᥈すたࡵにᮏ≀の ᐊをࡗてᐇ㦂を⧞り㏉して

いたら、㛫ࡀいくらࡗ࠶てࡶ足りまࡑ。ࢇࡏのとࡁに

ミࣗࣞーࢩは౽利です。ᩘ್ὶయຊᏛࣥࣙࢩミࣗࣞーࢩ

㓟ࡸ とゝいます。㢼のὶれだけでなく、気ࣥࣙࢩ

Ⅳ⣲、ᚤ㔞なໝい成ศの⛣ືࡶ⌧でࡁます。このよ࠺

な≀⌮ୡ⏺を⌧するࢩミࣗࣞーࣥࣙࢩ技術ࡀ、農業ศ

㔝にはまでなかࡗたࢧーࣅスをᥦ౪するとࡀࡁ᮶るか

　。ࢇࡏしれまࡶ

研究とシミュレーション

　ྂ᮶より、研究はᐇ㦂（ほᐹ）と⌮ㄽの をᮏᰕࡘ�

としてࡁました。ࡑこ➨ � の方ἲとして௰㛫ධりし

てࡁたのࢩࡀミࣗࣞーࣥࣙࢩです。㧗ᛶ⬟したࣥࢥ

のかࢺスࢥは、㛫とࣥࣙࢩミࣗࣞーࢩによるࢱーࣗࣆ

かるᐇ㦂を▷㛫でఱᗘࡶ⌧でࡁるだけでなく、⌮ㄽ

ハウス内外の風の流れをシミュレート

▲図2　ハウス内の温度分布のシミュレーション結果

ハウス外から入る涼しい空気がハウス内で温まる様子を、青

から赤へと変化する色で表しています。図の手前が風上、奥

が風下です。

▲図 1　大気環境の将来シナリオを幾つも再現できる　

中山間畑作園芸研究領域

畔栁 武司 (くろやなぎ たけし）

2 Research highlight

ハ䜴䝇ෆእ䛾㢼䛾ὶ䜜䜢
シ䝭䝳䝺䞊䝖

ⓗにはにゎ᫂されていない⌧㇟でࡶ⭾大なィ⟬ᘧを

ゎくことでఝⓗに⾲⌧することࡀでࡁます。例えࡤ、

㢼のὶれとい࠺⌧㇟には⌮ㄽⓗにゎ᫂されていない㒊ศ

ミࣗࣞーࢩによるࢱーࣗࣆࣥࢥ㧗ᛶ⬟な、ࡀるのです࠶ࡀ

㛫で、⌧ᐇに㏆い▷ࡶことで、ᐇ㦂より࠺⾜をࣥࣙࢩ

⌧㇟を┠にぢえるかたちでㄆ㆑することࡀでࡁます。

ハウスのࢩミࣗࣞーࣥࣙࢩに

㛵するㄽᩥࣜスࢺはこちらから ▶　

https://researchmap.jp/kurotkts
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交配親と育成期間

▲図　硝子率と精麦白度

　〄㯏はᇶᖿ品種で࠶る「ࢩ࣎ࣥࣂࢳ」とྠ➼௨ୖの品

㉁のᏳ定౪⤥ࡀᐇ㟂⪅からồࡵられています。また㏆ᖺは

◪Ꮚ⢏⋡ࡀ㧗くなるഴྥࡀみられ、品㉁ࣛࣥࢡ༊ศのᇶ‽

್（�0�௨ୗ）ࡸチᐜ್（�0�௨ୗ）をࣜࢡでࡎࡁ、┤

᥋ᨭᡶ㔠༢౯ࡀୗࡀり、⏕⏘⪅の┈పୗをᣍいてい

ます。す日ᮏ農業研究セࣥࢱーでは、᪩⏕ከかࡘ⢭㯏ⓑ

ᗘࡀᴟࡵて㧗く◪Ꮚ⢏⋡ࡀపいなど品㉁にඃれる〄㯏新品

種「ࢩ࣎ࣥ࢟ࢲ」を育成しました。

　　　　︓基準値（硝子率 50%以下、白度 43%以上）
　　　　︓許容値（硝子率 60%以下、白度 40%以上）

標肥はN-P-K︓9-6-9、多肥はN-P-K︓12-9-12 (kg/10a)
はだか麦の品質ランク区分における、
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● ダイキンボシ（標肥）
○ ダイキンボシ（多肥）
＊ イチバンボシ（標肥）
× イチバンボシ（多肥）
▲ トヨノカゼ（標肥）
△ トヨノカゼ（多肥）
◆ マンネンボシ（標肥）
◇ マンネンボシ（多肥）
■ ハルヒメボシ（標肥）
□ ハルヒメボシ（多肥）
● ハルアカネ（標肥）
○ ハルアカネ（多肥）

2013～2019年度平均

　�00�ᖺ �月に࠺どࢇこᢠᛶの「ᅄR⣔����」をẕぶ、

᪩⏕࣭ ከで㧗ⓑᗘの「ᅄᅜ〄111ྕ」を∗ぶとして㓄し、

ᚋ௦の㑅ᢤとᅛ定を図り、�01�ᖺ 10月に品種Ⓩ㘓ฟ㢪し

ました。

⫱成䛾⫼ᬒ

ᚋ䛾ணᐃ 䞉ᮇᚅ

　〄㯏のᶓ⥘品種「ࢩ࣎ࣥࣂࢳ」௦᭰として᥇用される

ことになࡗたたࡵ、より大ࡁく㍤く品種となることを♳ᛕ

して「ࢩ࣎ࣥ࢟ࢲ（大㔠ᫍ）」と名けました。

ၥ題とࡀ㧗いことࡀ⋠は⚟ᒸ┴で◪Ꮚ「ࢩ࣎ࣥ࢟ࢲ」　

なࡗているᚑ᮶のዡບ品種「ࢩ࣎ࣥࣂࢳ」の௦᭰品種ೃ

⿵として�01�ᖺᗘに‽ዡບ品種に᥇用されました。

　の〄㯏⏘ᆅにおいてࡶ、ప◪Ꮚ⋡࣭ 㧗ⓑᗘ࣭ ከの「ࢲ

ますࡵぢ込ࡀୖྥ┈の⪅⏘⏕ࡤをᑟධすれ「ࢩ࣎ࣥ࢟

▲

表 1　「ダイキンボシ」の主な生育特性

硝子率が低く高白度で早生・多収の

六条裸麦品種「ダイキンボシ」

中山間畑作園芸研究領域

杉田 知彦 (すぎた ともひこ）

3研究の紹介 Research highlight

特徴
とẚ㍑してฟ✑ᮇ࣭「ࢩ࣎ࣥࣂࢳ」は「ࢩ࣎ࣥ࢟ࢲ」　

成⇍ᮇとࡶに 1日⛬ᗘ᪩い᪩⏕種です。⛩㛗は �cm⛬ᗘ

㧗いですࡀ、⪏ಽఅᛶはྠ⛬ᗘかࡸࡸඃれます。✑㛗はࡸ

のの㔞はᖹᆒして⣙ࡶ㛗く、✑ᩘはᑡないࡸ �௨ୖ

ከで（⾲1）、࠺どࢇこにᙉいとい࠺≉㛗࠶ࡶります。

⏕⏘≀の༓⢏㔜࣭ᐜ✚㔜࣭ᩚ⢏Ṍྜはྠ⛬ᗘです（⾲�）。

、పくࡀ⋠㛗で、◪Ꮚ≉ࡀること࠶は㧗品㉁で「ࢩ࣎ࣥ࢟ࢲ」　

ཎ㯏ⓑᗘࡀ㧗いたࡵእほ品㉁ࡀඃれ、⢭㯏ⓑᗘࡀᴟࡵて㧗

く、○⢏⋡ࡀపいなど⢭㯏品㉁ࡀඃれています（⾲�、図）。

命名の由来

研究ᢸᙜ⪅㸸୰ᒣ㛫⏿స園芸研究㡿ᇦ　ྜྷᒸ⸨、ᮡ⏣▱ᙪ、

㧗ᶫ㣕㫽、ᰗἑ㈗ྖ、㛗ᕊᩗ、㧗ᒣᩄஅ

品種Ⓩ㘓ฟ㢪㸸�01�ᖺ 10月1�日（➨�����ྕ）

ฟ✑
ᮇ

(᭶.᪥)

✭
ᮇ

(᭶.᪥)

ಽఅ
⛬度

⛩㛗
(cm)

✑㛗
(cm)

✑ᩘ

(ᮏ㻛㼙
2
)

ᩚ粒
量
(kg㻛a)

ྠᕥ
標‽ẚ
(%)

ダイキンボシ 3.30 5.10 0.8 94 5.5 383 64.2 124
イチバンボシ 3.31 5.11 1.5 87 5.3 409 52.0 100
ハルヒメボシ 3.30 5.10 0.6 88 6.1 373 61.1 118
ハルアカネ 3.31 5.10 1.0 90 6.5 390 68.2 131
2013～2020年度 ドリル播き標肥栽培試験成績
ಽఅ⛬度は、0䠖↓～3䠖୰～6䠖⃭⏒

品種名

⏕⫱特性

千粒
重
(g)

容積
重

(g/L)

硝子
率
(%)

穀粒
硬度
(HI)

搗精
時間
(秒)

砕粒
率
(%)

精麦
白度

β-グル
カン含量
(% F.W.)

ダイキンボシ 33 .9 829 35.2 52.9 400 16.2 49.4 4.4
イチバンボシ 33.6 826 50.8 50.8 396 27.0 45.1 3.7
ハルヒメボシ 33.6 818 36.0 59.6 446 13.3 48.4 4.6
ハルアカネ 34.9 823 45.0 64.4 531 10.5 48.0 5.3
原麦特性は、2013～2020年度 ドリル播き標肥栽培試験成績
精麦特性は、2013～2019年度 ドリル播き標肥栽培試験成績

品種名

原麦特性 精麦（60%歩留）特性

◪Ꮚ⋡ࡀపく⢭㯏ⓑᗘࡀ㧗いことから、品㉁ࣛࣥࢡ༊ศで

㧗ࡀ㧗くなり、㔞ᛶࡀすく⿵ຓ㔠༢౯ࡸになりࢡࣥࣛ$

いこととྜࡏࢃて、⏕⏘⪅の┈ྥୖࡀᮇᚅでࡁます。

▲

表 2　「ダイキンボシ」の主な収穫物特性

ので、᥇用┴ࡀቑえస㠃✚ࡀ拡大すること

をᮇᚅしています。
ヲしくは、こちらから ▶　

https://www.naro.go.jp/collab/breed/0100/0110/134605.html


　ఱでࡶ๓ྥࡁにྲྀり⤌ࡴᒣୗさࡑ、ࢇのጼໃはぢ⩦࠺

ーの業ົはࢱーࢣミࣗニࢥ。ります࠶ࠎከࡀࢁとこࡁ

ⱞປࡶከいとᛮいますࡀ、ごά㌍をᮇᚅしています。

　　　　　　　　　　　　　୰ᒣ㛫⏿స園芸研究㡿ᇦ㛗　

                                      ⏕㥖Ὀᇶ

期待しています、山下さん！

▲写真

ダイズ現地圃場

視察の様子

（岡山県）

H u m a n
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農研機構の品種࣭技術の

普及を㏻して農業⏕⏘の

ྥୖに寄したい

たとࡗかࡁ大ࡀだのは、大Ꮫでの⤒㦂ࢇ研究⫋に㐍ࡀ⚾　

ᛮいます。農Ꮫ㒊の⣽⬊㑇ఏᏛをᇶ┙とする研究ᐊで、㔝

⏕種の⣽⬊㉁をネࢠとศ⌫ᛶ࣐ࢱネ（ࢺࢵࣟࣕࢩ）ࢠにᑟ

ධし、新たな㞝ᛶ⛱⣔⤫を㛤Ⓨする研究にἐ㢌しました。

㓄࣭ᇵ㣴によりసฟした⣔⤫にࡘいて、⏕ែ࣭⏕⌮とࢤ

いをឤじ、ᑗ᮶ࡀりࡸム構成を᫂らかにする育種研究にࣀ

はさらに研究のᖜをᗈࡆ、ᐇ㊶ⓗな育種を事にしたいと

⪃えて農研機構にධりました。

大Ꮫでの研究⤒㦂をࡗࡁかけに
農研機構

ᇶ♏研究から品種育成まで
ᖜᗈいㄢ題にྲྀり⤌ࡴ

　୕㔜┴ὠᕷに࠶る㔝⳯Ⲕ業研究ᡤ（⌧ᅾの㔝⳯ⰼࡁ研究

㒊㛛Ᏻ⃰㔝⳯研究ᣐⅬ）に᥇用され、1�ᖺ㛫ネࢠ㢮の㑇ఏ࣭

育種をᢸᙜしました。ネࢠの㞝ᛶ⛱ᛶࡸニࣛの࣏ミࢡ

ー㛤Ⓨから、⏕⏘⌧場でၥ題とな࢝ー࣐スに㛵する'1$ࢩ

るネࢠさࡧにᢠᛶをࡂࡡ」ࡘࡶ୰㛫ẕᮏ農 ࢥ、「1ྕ

ࣥパࢺࢡで㈙い≀⿄にまりࡀよく、かࡘ㎞みࡀᑡなくⰋ

食の▷ⴥᛶネࢠ品種「ࢃࡺࡩら」、㺀ࢃࡵࡺら 㺁➼

の育成まで、研究ᐊのメࣥࣂーとඹにᖜᗈい研究にྲྀり⤌

みました。ࡑのᚋ、す日ᮏ農業研究セࣥࢱーに␗ືとなり、

ᆅᇦに㐺応したࢲズ育種に�ᖺ༙ᚑ事しました。ࢲズ

は⮬Ṫᛶస≀で、Ṫᛶのネࢠとは育種ἲࡀ᰿ᮏⓗに␗な

ります。また、ჯࡸ㓺Ἔ、㇋⭉、㇋ஙなどの加ᕤ用㏵で

。のになりますࡶ加ᕤ㐺ᛶをᛕ㢌に⨨いたࡶ育種、ࡵるた࠶

ネࢠとࢲズ、␗なる品┠をᢸᙜしたことにより、育種に

さ、ዟ῝さࢁしࡶ研究のお、ࡏいての⌮ゎをより῝さࡘ

をㄆ㆑しました。

研究推進部事業化推進室農業技術コミュニケーター

山下 謙一郎 (やました けんいちろう）

農研機構の成ᯝを⏕⏘⌧場

　⌧ᅾは農業技術ࢥミࣗニࢣーࢱーとして、農研機構ࡀ育

成した品種、㛤Ⓨした技術にࡘいて、農業⏕⏘の⌧場ニー

ズに応じて普及を㐍ࡵる事をしています。≉に、Ⳓࡀは

じけにくくᐇ㉁ⓗな㔞ቑࡀᮇᚅでࡁる「ࢲズ㞴Ⳓᛶ

品種⩌」、ࢺ࣐ࢺの㟷ᯤࡸネࣈࢥセࣥࣗࢳウᑐ⟇として

᭷ຠな「新つᅵተ㑏ඖᾘẘ技術」を୰ᚰに、ᗓ┴の研究員

さࡸࢇ普及ᣦᑟ員さࢇ、-$のⓙさࢇにᚚ༠ຊいただࡁな

ーています。⏕⏘⪅の方から┤᥋フࡵら♫ᐇを㐍ࡀ

参⪃にࢇるୖでたいࡵされるពぢは、普及を㐍ࢡࢵࣂࢻ

なࡗています。　　

　農研機構では㨩ຊ࠶る品種、᭷用な技術ࡀḟࠎと⏕みฟ

されており、ࡑれらをⓙさࢇにࡗていただくたࡵ、≉ᚩ

ࡵ㐍ࡶពⅬを᫂グしたᶆ‽స業ᡭ順᭩（623）のᩚഛ␃ࡸ

られています。ᚋࡶ⌧場のニーズをⓗ☜にᢕᥱ、623を

᭷ຠにά用してᑐ応する品種࣭技術の迅速な普及を図り、

農業⏕⏘のྥୖに寄すくάືを⾜ࡗていࡁます。



72021　10 月号

⌧場のᑟධࡀ㐍

。られていますࡵ

の、な成ࡑ　

ᯝを紹介します。

H u m a n

設園芸ࢢルーࣉの研究紹介

　ᙜࢢルーࡀࣉᡤᅾするᅄᅜᆅᇦは、୰ᒣ㛫ᆅᇦࡀከくを༨

したᆅᇦの農業を⯆するୖで┈ᛶの࠺こ、ࡀていますࡵ

㧗い設園芸の᥎㐍ࡀ㔜どされています。設園芸は、⿕そ

資材でእの⎔ቃと㝸てられた✵㛫ෆでస≀を᱂ᇵする方ἲで

す。స≀の⏕育にとࡗてᛌ㐺な⎔ቃで᱂ᇵすることにより、

品㉁ࡀⰋくከᵝな㔝⳯ࡸⰼをᏳ定して食༟ᒆけるᙺを

ᢸࡗています。　

はじࡵに のな᱂ࢦࢳᅜにおけるࡀࢃ　

ᇵ方ἲで࠶るಁ成᱂ᇵでは✭ࡀ

㞴しいᮇにおいて、ᇵᆅ෭༷ࡸ

㐽⇕によࡗて✭ᮇ㛫を拡大する

技術を㛤Ⓨしています（図�）。

　୍方、⏕⏘技術をྥୖさࡏるた

⎔には、 ᗘなどのハウスෆのࡵ

ቃ᮲௳を▱ることࡀ㔜せです。ᙜ

なくてࡀ※では、ၟ用㟁ࣉルーࢢ

సືし、設ෆの気 をṇ☜にࡶ

 定でࡁるపࢥスࢺな㐲㝸 定ࢩ

スࢸムを㛤Ⓨしています（図�）。　　

　さらに、ᒣ࠶いの」㞧なᆅᙧの⎔

ቃをᢕᥱする方ἲ࠶ࡶります。୰ᒣ

㛫ᆅࡸᓥᕋ㒊では、⌧ᅾᐇ用さ

れているゎീᗘ㸯kmのメࣗࢩࢵ

では、ᐇ㝿のᆅᙧに応じたࢱーࢹ

気 などの⎔ቃᅉᏊのศᕸをᢕᥱ

でࡁない場ྜ࠶ࡀります。ࡑこで、

よりヲ⣽なゎീᗘ�0mのメࣗࢩࢵ気

、をస成する技術を㛤Ⓨしࢱーࢹ㇟

ᐖのⓎ⏕ணᐹࡸ㟖ᐖணሗなどの

⏘⏕としてࢱーࢹ┙ムのᇶࢸスࢩ

⌧場でά用されています（図�）。　　

中山間畑作園芸研究領域　施設園芸グループ

領域長補佐 (兼グループ長 ) 川嶋 浩樹 （かわしま ひろき）

〈メンバー〉佐藤恵一、植山秀紀、矢野孝喜、

吉越恆、山中良祐、米田有希

୰ᒣ㛫ᆅᇦྥけ設園芸技術の㛤Ⓨ

  「建設足場資材利用園芸ハウス（足場ハウス）」は、୰ᒣ㛫

ᆅの⏕⏘⪅とのᐇド研究の୰から⏕まれた技術のひとࡘです

（図1）。このハウスは、ኵでᏳ౯なのࡀ≉ᚩです。ᑡしࡎ

≉、ࡀ㐣しました⤒ࡀら㛤Ⓨから�0ᖺ௨ୖࡀᨵⰋされなࡘ

にここᩘᖺ、⏕⏘⪅࣭⏕⏘ἲேからこの足場ハウスに㛵する

ၥいྜࡀࡏࢃቑえています。௨๓にࡶቑしてኵでᏳ౯なハ

ウスにᑐするせ望ࡀ㧗まࡗているといえるでし࠺ࡻ。また、

足場ハウスはᇶᮏⓗな構㐀୍ࡀ方の㌺ࡀ㧗い「∦ᒇ᰿」ᆺで

᱂ᇵ✵㛫の⎔ቃࡶⰋዲで、ኟの㧗 にࡀることから気࠶

をᛌ㐺にಖࡘことࡀでࡁます。こ࠺した≉ᛶをάかして、例

えࡤ、ᙜࢢルーࡀࣉᡤᅾする㤶ᕝ┴では、スパࣛ࢞ス⏕⏘

▲図 1　換気性が良好で低コストで設置

できる建設足場資材利用園芸ハウス

▲図 2　イチゴの技術

マニュアル（表紙）

▲図 3　遠隔測定シ

ステムの設置状況

▲図 4　実際の地形に応じ

て作成した解像度 50m の

メッシュ気象データ（気温

分布の例）
ヲしくは、
こちらから
　　

▶

ヲしくは、
こちらから ▶

ヲしくは、
こちらから ▶

ヲしくは、
こちらから ▶

https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/files/warc_man_hausupanfu20170314a_2.pdf
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/03/134128.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/141238.html
https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/138712.html
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Topics

イ࣋ント

中ᅜᅄᅜ農ᨻᒁ、㏆␥農ᨻᒁ「ᾘ㈝⪅の部ᒇ」のࡈ内
　「食をささえる農業研究～ニーズに応じた新品種～」と題して農研機構で育成された新品種など

をパネル展示によりご紹介します。ぜひお気軽にお立ち寄りください。

௧3ᖺ度 農研ᶵᵓす᪥ᮏ農業研究ࢭンター 研究ࢭミナー
「建設足場資材利用園芸ハウスの実用化」 㛤ദ内
　セミナーでは、「建設足場資材利用園芸ハウス」の建設事例を

紹介し、技術の迅速な普及拡大を図ります。参加ご希望の方は、

11 月10 日（水曜日）までに、URLの参加申込フォームまたはメー

ルでお申し込みください。（定員100名、先着順）

URL:https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/ warcseminar01

Email:hk-atumeru@ml.affrc.go.jp

特チな

ཷ入研究ဨ

12��0　2021�10

https://www.naro.go.jp/laboratory/warc/

名⛠ 作成⪅ 登㘓␒号 登㘓ᖺ月᪥

50m メッシュ気温データ作成プࣟグラム 植山 秀紀 ᶵᵓ �02� ௧ 3ᖺ �月 2᪥

50m メッシュ᪥ᑕ㔞データ作成プࣟグラム 植山 秀紀 ᶵᵓ �02� ௧ 3ᖺ �月 2᪥

50m メッシュ┦ᑐ‵度データ作成プࣟグラム 植山 秀紀 ᶵᵓ �02� ௧ 3ᖺ �月 2᪥

50m メッシュ基‽Ⓨᩓ㔞データ作成プࣟグラム 植山 秀紀 ᶵᵓ �030 ௧ 3ᖺ �月 2᪥

ཷ入ඛ ὴ㐵ඖᶵ㛵 期間 ཷ入ேᩘ

࿘ᖺᨺ∾研究領域 ᓥ᰿県␆⏘技術ࢭンター ௧ 3ᖺ �月 11 ᪥㹼௧ 4ᖺ 3月 31 ᪥ 1

౫㢗研究ဨ

ⴭ作ᶒ（プࣟグラムのⴭ作物）

ͤᙜࢭンターのห⾜物は、࣍ーム࣌ージからダウンࣟーࢻできます。す᪥ᮏ農業研究ࢭンターのトップ࣌ージから〈ὀ┠コンテンࢶ〉の下᪉に࠶る〈Ѝ ห⾜物一ぴ〉をࢡリッࢡしてくࡔさい。

期間 間 場ᡤ

௧ 3ᖺ 11 月 �᪥㹼௧ 3ᖺ 11 月 1� ᪥
��30 㹼 1��15

( ᅵ・᪥除く、᭱⤊᪥は 13�00 まで )

中ᅜᅄᅜ農ᨻᒁ 1㝵ᾘ㈝⪅の部ᒇᒎ♧コーナー

（岡山ᕷ北༊下▼ 1�4�1 岡山➨ 2ྜྠᗇ⯋）

௧ 3ᖺ 12 月 1� ᪥㹼௧ 4ᖺ 1月 13 ᪥

��30 㹼 1��00
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中山間畑作園芸研究領域 施設園芸グループ 吉越 恆
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こちらから参加申込みいただけます ▶

https://www.naro.go.jp/event/list/2021/09/143773.html
https://www.naro.go.jp/laboratory/warc/



